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節
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文

目

次

六
'
パ
ラ
寸
評
施
-

七
､
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
-

八
､
ボ
ナ
ペ
抱

犬
､

パ

ラ

オ

諸

島

カ
ロ
リ
ン
群
島
の
酉
繍
'
北
緯
七
度
よ
み
八
度
'
東

経

.1
三
四
度
よ
み

二
二
五
度
の
間
に
在
る

一
群
の
島
哩

が
､
所
謂
パ
ラ
オ
渚
島
の
主
在
る
部
分
を
成
し
､

バ
ベ

ル
ダ
オ
ブ
及
び
コ
ロ
ー
ル
の
二
島
よ
み
成
る
.'

l

ラ
オ
島

を
初
め
p
オ
ロ
ブ
,b
ヤ
カ
ル
'
タ
ル
ク
ク

ー
ブ
ル
､

マ

カ
ラ
カ
ル
p
.I(
プ
リ
ユ
ー
､

ア
ン
ガ
ウ

ル
等
の
諸
島
吸

が
在
る
.〕

之
等
の
渚
島
唄
の
外
囲
む
鴻
-
で
は

一
大
鍵
価
が
存

在
し
p
各
･i?喚
海
岸
地
方
に
見
ら
れ
る
溺
谷
地
形
と
舶

伐
っ
て
､

此
の
一
群
の
島
喚
最
近
の
地
盤
運
動
が
沈
降

.a
動
で
あ
っ
た
轟
を
容
易
に
推
察
せ
し
め
る
と
典
に
'

前
件
統
治
伺
内
主
要
放
映

の
地
形
と
地
質
那
軌

南
方
諸
島
は
於
け
る
隆
起
礁
石
灰
岩
の
春
在
は
､
此
の

沈
降
運
動
に
先
ち
て
隆
起
運
動
の
行
を
は
れ
た
事
を
別

示
し
､
且
其
の
礁
石
灰
岩
が
降
起
爆
礁
と
推
断
し
得
る

以
上
は
'
其
の
隆
起
の
以
前
に
も
沈
降
運
動
が
行
を
は

れ
ね
と
云
ふ
事
を
安
食
に
推
定
せ
し
め
る
｡

先
づ
現
在
の
爆
椛
と
中
火
譜
島
哩
の
閥
係
を
見
る
ほ

其
の
間
に
抱
か
れ
た
る
礁
湖
の
幅
は
､
東
海
岸
と
西
海

岸
､
或
は
北
部
と
南
部
に
於
で
､
其
の
顔
貌
に
著
し
5,

差
異
が
見
出
さ
れ
る
｡
即
ち
東
海
岸
の
北
部
は
於
で
は

供
確
は
著
し
-
陸
地
に
接
近
L
p
礁
湖
の
幅
は
二
〇
〇

米
乃
至
五
C
O
米
は
過
ぎ
ず
'
旗

い
と
云
ふ
南
部
に
於

て
も
相
五
粁
を
越
え
を
い
｡
然
る
に
西
海
岸
に
於
で
は

其
の
北
部
は
於
で
7g
既
に
三
粁
内
外
の
幅
が
あ
-

'南

に
至
る
に
綻
び
其
の
幅
は
増
加
し
t
ryrl
ベ
ル
グ
オ
ブ
粘

望

四
五
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庸
鼎
以
宙
の
地
域

に
於
で
は
､
遠
-

一
五
肝
の
沖
は
鋸

椛
が
述
っ
て
屠
る
｡
経
つ
ノし
全
般
的
に
は
､
東
海
岸
よ

む
も
閣
梅
岸
は
於
て
礁
湖
の
幅
は
大
で
あ
わ
､
北
よ
ら

南
に
至
る
ほ
捉
以
其
の
幅
は
樹
大
し
て
居
る
と
云
以
得

る
O
故
に
若
し
沈
降
以
前
の
陸
地
特
に
海
岸
の
地
形
が
p

沈
降
に
依
る
礁
湖
の
幅
の
増
大
を
､
地
域
に
依
っ
て
著

し
-
異
ら
し
ひ
る
が
如
き
も
の
で
夜
か
つ
カ
と
す
る
を

ら
ば
'
礁
湖
の
幅
の
戯
秋
が
沈
降
濃
に
大
腰
比
例
す
る

と
云
ふ

一
般
的
邪
稗
に
従
ふ
籍
に
は
p
共
産
は
傾
動
的

の
沈
降
運
動
を
考
慮
せ
ぬ
ば
怒
ら
覆

い
.

隆
起
碓
石
衣
岩
は
､

'バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
南
輔
の
小
匿

域
及
び
其
の
以
南
の
諾
島
唄
に
限
ら
れ
て
存
在
す
る
｡

隆
起
冊
瑚

礁
島
の
主
在
る
も
の
は

7
枚
に
狭
長
で
あ

ら
､
時
に
は
急
激
在
る
屈
曲
を

不
す
場
合
も
あ
る
が
､
授

か
を
弧
を
苗
-
場
合
が
多
-
､
之
等
の
主
在
る
島
を
其

の
形
状
に
従
っ
て
追
跡
す
れ
ば
自
ら

一
連
の
も
の
と
成

ゎ
､
其
の
形
状
が
現
在
の
鋸
確
に
舶
通
じ
て
居
る
事
は

容
易
に
観
取
出
凍
る
朋
で
あ
TO
.
之
等
の
主
島
に
接
し

て
存
在
す
る
多
数
の
小
島
の
形
状
は
千
痘
苗
化
.
其
の

妨

一
既

望

潜

讐

(

或
る
も
の
は
沈
降
に
倣
う
主
島
よ
カ
分
離
せ
身
と
瓜
は

れ
る
79
の
79
あ
れ
ば
､
礁
湖
中
に
屡
々
生
ず
る
所
謂
杖

状
樵
の
陳
起
し
て
小
鳥
と
な
ら
し
79
の
と
解
す
吋

さ
も

の
も
存
在
す
る
O
何
れ
に
し
て
も
､
之
等
の
大
小
諸
島

哩
が
'
其
の
両
横
は
此
し
ヱ
向
度
が
頗
る
高

い
部
及
び

一
般
に
平
坦
山
頂
乃
至
は
山
稜
を
有
す
る
葦
は
注
目
に

倍
す
る
｡
今
之
等
の
高
庇
に
北
で
､
少
し
-
述
べ
る
在

ら
ば
'
バ
ベ

ル
ダ
オ
ブ
島
及
び

之は
近
接
す
る
諸
島
哩

に
於
で
は
､
約
六
〇
米
内
外
で
あ
る
が
､
西
方
渚
島
に
至

る
ほ
従
S
順
次
其
の
高
度
は
樹
加
L
t
タ
ル
ク
タ
ー
プ

ル
島
の
中
央
部
に
放
て
は
二
〇
〇
米
に
遷
し

て
居

る
｡

史
は
西
す
れ
ば
､
高
庇
は
逆
に
減
じ
行
き
､
ペ
ソ
ジ
ュ

ー
に
至
れ
ば
二
〇
米
内
外
に
迄
低
下
す
る
｡
故
に
之
等

の
平
坦
山
稜
を
､
暫
爆
礁
平
原
両
の
遺
物
と
僻
す
る
怒

ら
ば
､
此
の
平
坦
面
の
高
度
塵
化
は
常
然
地
盤
の
傾
斜

運
動
に
依
っ
て
説
明
せ
ら
れ
ぬ
ば
を
ら
覆

い
｡

更
に
此
の
平
坦
面
を
鼻
位
せ
し
め
た
地
塵
運
動
に
就

い
て

一
考
察
を
加

へ
る
な
ら
ば
､
最
近
の
沈
降
に
依
る

低
下
畳
は
北
部
よ
わ
南
部
に
於
で
大
在
-
と
考

へ
得
る



時
に
､
翻
.
北
部
よ
少
中
央
部
に
於
で
､
よ
人二
億
位
に

平
坦
面
が
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
事
は
､
爆
樵
を
陸
化
し

た
隆
起
運
動
が
中
央
部
に
於
で
最
も
著
し
い
も
の
で
あ

っ
た
と
解
し
符
ら
れ
る
と
北
ハに
､
其
の
隆
起
畳
は
二
〇

〇
米
を
造
か
に
越
え
た
と
兄
を
け
れ
ば
な
ら
覆

い
｡

又
之
等
の
礁
石
衣
岩
が
隆
起
石
灰
岩
で
あ
-1
'
且
南

方
に
限
ら
れ
て
存
在
す
る
革
は
'
此
の
隆
起
運
動
に
先

ち
て
'
南
方
地
域
が
沈
降
し
た
事
を
充
分
に
推
定
せ
し

め
る
の
で
あ
る
｡
斯
-
兄
凍
る
時
は
'
パ
ラ
オ
渚
島
の

過
去
の
地
盤
運
動
が
甚
だ
複
離
在
み
し
革
む
知
る
と
共

に
､
常
に
傾
動
的
に
布
は
れ
ね
と
の
推
論
に
到
達
す
る

の
で
あ
る
｡

A
.

バ
ベ
ル
ダ

オ

ブ

高

本
島
は
で
フ
ォ
本
島
と
も
.桁
せ
ら
れ
パ
ラ
オ
諸
島
中

の
最
大
の
も
の
で
あ
る
｡
南
北
に
長
-
p
中
央
部
の
朱

に
而
し
ナ
マ
イ
轡
を
､
酉
に
ガ
ラ
ヤ
ド
オ
暫
む
抱
-
外

は

一
般
に
卒
調
な
る
海
岸
線
を
持
ち
.
海
岸
に
は
新
生

裾
樵
を
見
る
の
が
普
通
で
あ
る
｡
砧
内
の
地
勢
は
概
し

て
平
坦
'
開
析
せ
ら
れ
た
小
起
伏
山
地
と
見
ら
れ
る
｡

街
押
紙
治
効
内
主
賓
粍
桝
の
地
形
と
地
駅
離
粕

島
の
脊
梁
を
な
す
中
央
丘
陵
を
除
け
ば
'
山
地
の
高
庇

は
六
〇
米
乃
至

一
〇
〇
米
程
度
で
'
起
伏
は
著
し
-
小

3
-
山
腹
の
傾
斜
は
極
め
て
授
か
で
あ
る
｡
山
稜
は

1

椴
に
局
中
を
峰
の
連
宿
で
あ
わ
､
海
岸
は
向
つ
て
次
第

に
其
の
高
度
を
減
じ
て
居
る
｡
脊
稜
山
地
に
沫
を
敬
す

る
譜
河
川
の
勾
配
は

一
般
に
極
め
て
後
潟
で
あ
わ
'
育

種
山
地
内
を
除
け
ば
'
大
部
分
の
河
底
は
浸
蝕
の
基
準

面
即
ち
海
水
準
宙
に
迄
殆
ど
低
下
し
て
居
る
｡
従
っ
て

英
等
の
河
川
の
流
域
は
轟
地
を
覗
出
し
て
居
る
の
が

通

常
で
あ
る
｡

脊
梁
を
覆
す
丘
陵
の
高
度
は
約

1
五

〇
米
内
外
で
あ

る
が
､
朗
々
に
二
〇
〇
米
乃
至
は
二
五

〇
米
に
達
し
､

比
較
的
急
峻
を
山
腹
を
有
す
る
残
丘
が
見
ら
れ
る
｡
残

丘
の
山
頂
は
平
坦
在
る
も
の
が
多
-
､
時
に
は
連
潰
し

て
平
坦
山
稜
堅
ボ
す
も
の
も
あ
る
｡
然
し
て
之
等
の
増

丘
が
略
同
高
在
る
事
及
び
其
の
山
頂
が

一
般
に
平
坦
在

る
事
よ
み
'
此
の
高
度
附
近
ほ

.I
っ
の
浸
蝕
平
坦
両
を

想
定
す
る
軍
が
出
凍
る
の
で
あ
る
｡
然
し
此
の
浸
蝕
卒

坦
商
が
前
輪
姐
終
末
に
形
成
せ
ら
れ
iJ
準
卒
以
南
で
あ

望

iE
T七
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る
か
'
或
は
海
蝕
而
で
あ
る
か
は
斑
は
検
討
を
張
す
る

所
で
あ
る
｡

要
す
る
に
六
〇
来
乃
至

一
〇
〇
米
の
低
起
伏
両
と

一

事
0
米
乃
至

一
〇
〇
米
の
眉
起
伏
再
が
典
る
浸
蝕
而
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
'
此
度
は
二
回
の
著
し

き
隆
起
が

行
は
れ
カ
と
考

へ
ぬ
ば
を
ら
在
-
在
る
｡

叉
本
島
南
端
地
域
は
於
て
は
'
安
山
岩
乃
至
は
集
塊

岩
の
低
起
伏
面
と
隆
起
石
衣
岩
が
格
間
高
庇
に
塞
き
'

従
っ
て
サ
イ
パ
ン
島
に
放
け
る
ElV
両
の
場
合
を
想
起
す

る
怒
ら
ば
､
此
の
低
起
伏
両
は
隆
起
海
蝕
面
に
あ
ら
ず

や
と
の
疑
問
も
壁
ず
る
の
で
あ
る
が
､
兎
に
角
､
低
起

伏
両
と
隆
起
石
衣
岩
が
脇
間
高
庇
に
在
る
事
よ
み
'
前

二
回
の
中
の
後
の
隆
起
運
動
h
tt
石
衣
岩
を
隆
起
せ
し

め
た
地
盤
運
動
に
結
び
つ
け
て
差
支

へ
無

い
や
う
に
皿

は
れ
る
.
即
ち
'
此
の
隆
起
運
動
は
で

フ
ォ
諸
島
全
般

に
亘
っ
て
行
は
れ
允
と
解
し
庇

い
｡

虹
に
､
此
の
隆
起
運
動
に
先

き
立
っ
た
地
盤
運
動
に

就

て
一
言
す
る
怒
ら
ば
､
既
に

述
べ
た
棟
に
､
本
譜
島

の

南部
に
放
て
は
蔑
確
が
生
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か

南
洋
統
括
似
内
主
要
島
桝
の
地
形
と
地
盟
雛
粍

ら
.
南
部
は
明
瞭
に
沈
降
し
た
と
認
め
得
る
｡
然
る
に

北
部
に
於
て
は
'
隆
起
礁
石
灰
岩
が
存
在
し
覆

い
の
み

な
ら
ず
'
現
地
形
の
考
察
に
ょ
れ
ば
p
隆
起
を
想
定
せ

し
め
る
の
で
あ
る
｡
故
に
南
部
の
沈
降
と
北
部
の
隆
起

が
若
し
同

一
の
地
盤
運
動
は
依
る
と
す
る
在
ら
ば
､
其

の
地
盤
運
動
は
著
し

い
傾
動
で
あ
っ
た
と
考

へ
得
る
評

で
あ
る
｡

鏑
最
近
の
沈
降
運
動
の
結
果
は
'
海
岸
の
低
地
を
沈

水
せ
し
め
て
.
ナ
マ
イ
轡
或
は
ガ
ラ
ス
マ
オ
轡
を
現
出

せ
し
め
る
と
共
に
'
河
口
を
洗
水
せ
し
め
て
入
江
を
作

っ
た
乙
と
は
'
容
易
に
推
定
出
凍
る
所
で
あ
る
.

次
に
本
島
の
地
質
の
概
略
を
記
せ
ば
'
先
は
述
べ
た

陸
路
礁
石
衣
岩
を
除
け
ば
'
安
山
岩
､
基
塊
岩
､
凝
次

岩
'
及
び
砂
岩
が
本
島
に
於
で
見
ら
れ
る
主
を
る
岩
石

で
あ
る
○

北
端
の
ア
ル

コ
ロ
ン
柑

マ
ガ
チ
ン
附
鑑
は
大
股
細
粒

凝
次
岩
の
地
域

と
見
ら
れ
る
が
､
其
の
表
所
は
紅
褐
色

の
所
謂
ラ
テ
ラ
イ
ー
に
被
覆
せ
ら
れ
て
居
る
為
に
殆
ど

良
好
在
る
露
酢
は
見
ら
れ
な

い
｡
然
し
丘
陵
斜
面
を
刻

四
九

桝
九
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凹

怨

む
小
湊
に
滑
っ
て
は
､
新
鮮
な
軌
友
色
の
戚
厨
L
LJ

凝

次
岩
が
露
出
し
て
居
る
.
荷
此
魔
で
は
'
上
層
に
至
る

ほ
従
以
､
耗
友
岩
が
風
化
し

て
ラ
テ
ラ
イ
ー
に
移
化
す

る
状
態
が
充
分
に
観
察
出
来
た
の
で
あ
る
｡
ア
ル
コ
ロ

ン
と
ガ
ラ
ル
ド
の
村
境
は
常

-
猫
額
時
代
に
運
河
の
掘

先
が
試
み
ら

れ
た
と
云
ふ
ド

ロ
rJi=
コ
の
地
峡
と
ア
コ
ー

ル
の
中
間
附
近
は
基
塊
岩
の
地
域
で
あ
わ
､
基
塊
岩

の

下
位
に
次
純
色
の
此
校
的
堅
枕
在
刺
粒
砂
岩
が
見
ら
れ

る
所
も
あ
る
｡
グ
ー
サ
ン
附
近
も
亦
基
塊
岩
の
地
域
で

あ
る
が
ア
コ
ー
ル
か
ら
ガ
ラ
ヱ
ル
鼻
に
至
る
東
海
岸
の

丘
陵
は
大
階
凍
次
岩
地
域
ら
し
-
､
所
々
に
其
の
露
出

が
あ
る
｡
ガ
ラ
ヱ
ル
鼻
の
附
近
は
安
山
岩
地
域
で
､
其

の
以
南
の
地
域
､
即
ち
オ
ギ
ワ
ル
を
中
心
と
す
る
地
方

に
は
.
成
層
し
た
砂
岩
が
見
事
に
聴
超
し
て
屠
る
.
海

岸
は
特
に
､
良
好
夜
露
田
の
連
宿
で
'
走
向
は
約
北
四

五
度
乃
至
五
五
度
兼
､
傾
斜
は
西
北
は
五
〇
度
内
外
で

あ
る
｡
木
島
随

一
の
景
勝
地
と
栴
さ
れ
る
マ
γ
キ
ヨ
ク

附
近
で
は
'
基
塊
岩
の
露
出
が
多
-
見
ら
れ
た
所
で
あ

る
が
p

マ
ル
キ
ヨ
ク
の
西
部
'
ガ
ル
ド
ッ
ク
川
上
流
の

節
一紙

雷

五

〇

完
仰
の
丘
陵
地
は
又
先
夜
岩
地
域
で
､
其
の
表
面
に
は

か
な
-
厚

い
ラ
テ
ラ
イ
ト
層
が
教
達
し
で
居
る
O
問
此

の
附
近
の
ラ
テ
ラ
イ
ト
中
に
は
､
亦
銀
飯
の
小
塊
が
多

数
に
混
じ
て
居
る
が
､
ア
ル

コ
ロ
ン
地
方
の
ラ
テ
ラ
イ

ト
中
に
も
優

々
認
め
ら
れ
た
所
で
あ
h
h､
本
島
各
般
に

亘
っ
て
分
布
す
る
ラ
テ
ラ
イ
ト
中
に
は
多
少
と
も
赤
城

鋸
の
小
塊
が
混
じ
ら
れ
て
屠
る
の
で
は
夜

い
か
と
思
は

れ
る
｡

ガ
ラ
マ
ド
オ
轡
に
注
ぐ
ア
ル
ミ
オ
カ
ン
川
の
右
岸
'

ア
ル

モ
ノ
グ
イ
村

完
仰
の
丘
陵

は
p
小
粒
城
に
は
凝
友

岩
も
兄

ら
れ
る
が
､
大
股
は
基
塊
岩
の
地
域
で
､
ア
イ

オ
ミ
ン

附
近
或
は
オ
苧
:
rii
ト
川
口
附
近
で
は
特
に
露

出
は
良
好
で
あ
る
｡

要
す
る
に
筆
者
の
踏
査
し
た
範
囲
に
於
で
は
産
衣
岩

が
敦
も
頗
-
分
布
し
､
基
塊
岩
安
山
岩
の
地
域
が
之
に

亜
ぐ
如
-
観
察
し
允
｡

B

､

コ
ロ
ー

ル
島

及
び
其
の
附
近
の
島

コ
ロ
ー

ル
島
の
東
中

部
即
ち
ネ
ル
が
ド
ル
及
び
ア
ル

ミ
ヅ
h
t結
ぶ
線
以
兼
の
地
域
は
､
完
全
に
隆
起
礁
石
衣



岩
の
み
ょ
-,h戒
も
'
閥
車
軸
の
安
山
岩
'
韮
塊
岩
及
び

砂
岩
等
よ
み
成
る
地
域
と
は
､
地
形
的
に
も
判
然
と
識

別
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
｡

此
の
地
域
の
渥
岸
は

一
般
に
急
崖
を
以
て
囲
純
せ
ら

れ
て
屠
み
､
急
康
の
下
線
に
は
海
蝕
洞
が
明
瞭
は
刻
ま

れ
て
屠

る
｡
梅
蝕
洞
の
高
さ
は
二
光
内
外
'
奥
行
は

一

光
乃
至
二
米
､
其
の
横

へ
の
延
長
は
数
十
米
は
及
ぶ
も

の
7P
柿
で
な

い
｡
此
の
梅
蝕
洞
の
位
置
よ
-
約

.I
O
米

の
高
位
､
即
ち
急
操
の
中
腹
に
党
に

一
段

の
石
衣
洞
の

並
列
が
見
ら
れ
る
｡

現
衣
の
海
蝕
洞
の
如
-
､
横

へ
の
延
長
は
著
し
-
夜

-
.
従
っ
て
普
通
の
布
衣
洞
と
79
榊
し
解
る
が
､
略
ミ
同

高
庇
に
配
列
さ
れ
て
屠
る
事
賓
は
'
隆
起
梅
蝕
洞
の
疑

を
多
分
に
有
す
る
も
の
と
云
ひ
得
る
｡
若
し
､
然
-
と

す
る
怒
ら
ば
､
之
等
の
碓
石
衣
岩
を
陸
化
せ
し
め
た
隆

起
運
動
の
途
中
に
､
海
蝕
洞
を
刻
ま
し
め
た
静
止
の
期

間
の
介
布
を
想
定
す
る
に
充
分
な
材
料
に
を
-
得
る
.

椛
石
衣
岩
と
第
三
配
岩
石
と
の
闘
係
は
､
ネ
ル

ポ
ド

ル

部
落
の
東
北
封
枠
､
或
は
ガ
ッ
タ
ム
ド
ッ
ク
島

に
於

捕
昨
秋
活
軸
的
虫
饗
応
桝
の
地
形
と
地
駅
那
拙

て
明
瞭
は
観
察
し
視
る
所
で
あ
る
｡
即
ち
､
安
川
岩
貿

基
塊
熔
岩
及
び
凝
衣
岩
の
瓦
暦
の
上
に
､
礁
石
衣
岩
は

不
整
合
に
載
っ
て
屠
る
｡
前
者
の
走
向
は
的
北
六
〇
度

束
､
僻
斜
は
東

へ
約
四
五
度
､
礁
石
衣
岩
は
之
と
略
直

角
の
走
向
む
有
L
p
北

へ
授
か
に
傾
斜
し
て
屠
る
｡

北
泥
岸
の
ア
ラ
ガ

マ
ユ
よ
¢
マ
グ
ラ
イ
は
寅
る
間
は

安
山
岩
或
は
基
塊
岩
の
地
域
ら
し
-
'
英
等
の
露
出
が

所
々
に
あ
わ
P
ア
ラ
カ
べ
サ
ン
島
と
の
間
の
水
道
の
海

底
に
は
､
現
堂
珊
瑚
礁
の
間
隙
に
､
安
山
岩
塊
の
酪
出

が
斯
証
し
ttJ
居
る
｡

マ
ぞ
フ
イ
波
止
場
よ
カ
御
木
本
の
展
珠
養
姉
場
の
在

る
ア
ル
バ
ケ
ツ
に
亘
っ
て
は
'
戚
暦
し
た
凝
炭
質
砂
岩

が
､
渥
岸
側

へ
の
二
〇
度
内
外
の
綬
か
な
傾
斜
を
以
て

露
は
れ

で居
る
｡
其
の
走
向
は
北
六
〇
鹿
西
よ
カ
､
東

酉
､
北
六
〇
度
兼
と
弧
状
の
壁
化
を

ホ
し
て
屠
る
｡

産
業
試
廟
場
の
在
る
ア
デ
カ
サ
オ
ル
並
に
其
の
附
近

完
W
の
高
地
は
安
山
岩
乃
至
は
産
衣
岩
の
風
化
鐘
成
物

と
息
は
れ
る

ラ
テ
ラ
イ
ト

の
厚
厨
に
使
-
被
擾
せ
ら

れ
p
新
鮮
在
る
基
盤
岩
石
の
露
出
は
各
-
之
机
を
敏

い

r=
1

=九

'.



也

鱒
二
十
四
怨

で

屠

る

｡

コ

ロ

ー
ル
晶
の
西
北
､
約

一
粁
の
幅
HLJ有
す
る
水
道

計
一幅
で
J
之
と
相
封
す
る
ア
ラ
カ
べ
サ
ン
島
は
'
金
島

安
山
岩
及
び
基
塊
岩
よ
-
成
-
､
海
岸
に
於
で
の
み
其

の
露
出
は
良
好
で
あ
る
｡

コ
p
-
ル
･晶
の
西
南
約
二
粁
の
所
は
あ
る
マ
ラ
カ
ル

鳥
も
亦
安
川
岩
よ
ら
成
る
鳥
で
､
其
の
周
囲
に
辿
る
オ

ロ
ブ
シ
ャ
カ
ル
､
ダ
ラ
ン
コ
ル
及
び
タ
ル
ク
ク

ー
ブ

ル

等
の
隆
起
椛
石

衣
鳥
と
の
閥
係
は
､
爆
礁
と
其

の
中
央

･晶
の
L如
き
観
を
卑
し
で
屠
る
｡

相
本
島
附
近
の
安
川
岩
頻
は
就
で
は
､
坪
谷
氏
の
群

刺
な
る
研
究
が
あ
-
､
左
記
碧
海
が
鑑
別
さ
れ
で
屠
る
｡

1.
H
y
p
e
r
s
th
en
e･b
ear
in
g

A
u
gi
te
A
n
d
es
it

e.

2
.

f
f
o
rn

b
te
n

de
･
be
a
r
in
g

tw
o
･
P
y
r
o
x
e
n
e

A
n
d
e
s
ite
.

3
,
H
o
T
n
b
le
n
d
e
･b
e
a
r
in
g

t
w
o
･
P
y
r
o
x

e
n
e

D

a
cite
.

4
.

T
w
o

P
y
r
o
x
e
n
e

A
n
d

e

site
.

C

､

ア
ン
ガ

タ
ル
島
及
び
ペ

ソ
-
ユ
ー
島

飾

1
敗

軍

五
二

ア
ン
ガ
タ
ル
島
は
､

コ
ロ
ー
ル
島
の
西
南
約
六
〇
粁

の
海
上
に
在
-
､東
西
約
三
粁
､南
北
四
粁
の
小
島

で
､

其
の
周
囲
が
此
投
的
高
-
中
央
部
に
凹
窪
地
を
有
す
る

事
賓
よ
-
隆
起
環
礁
と
考

へ
ら
れ
で
居
る
所
の
も
の
で

あ
る
｡
西
北
部
に
於
で
黄
も
高
-
､
海
抜
約
三
〇
兼
､

南
西
に
次
第
に
斜
下
し
て

一
の
基
地
状
の
地
形
聖

ポ
し

て
居
る
｡
鳥
の
牝
及
び
東
北
海
岸
は

山
舷
に
急
崖
を
以

て
囲
ま
れ
'
裾
椛
の
教
連
は
殆
ど
見

ら
れ
な

い
現
状
に

あ
る
が
'
其
の
他
の
部
分
に
は
か
老
少
著
し
い
据
椛
が

附
著
し
､
特
に
西
南
部
は
於
で
は
.
其
の
碓
平
原
面
の

幅
は

一
肝
に
も
及
ん
で
居
る
｡

金
島
隆
起
礁
石
衣
岩
よ
わ
成
み
'
其
の
中
央
部
は
燐

鋸
を
以
て
被
覆
せ
ら
れ
て
居
る
.
此
の
燐
鉱
は
日
下
南

洋
頗
直
轄
の
下
に
感
に
稼
行
せ
ら
れ
つ
J
あ
-
､
年
産

顎
は
約
六
常
噸
'
南
洋
鹿
財
源
の
有
力
在
る
根
幹
を
な

し
.tJ居
る
79
の
で
あ
る
が
､
其
の
我
見
は
明
治
三
六
年
､

狗
箇
時
代
に
偶
然
覆
さ
れ
た
も
の
で
あ
わ
､
同
四
〇
年
.

派
遭
せ
ら
れ
た
濁
逸
探
険
隊
に
依
少
其
の
晶
質
及
び
桃

減
量
が
確
認
せ
ら
れ
た
後
､
同
四
二
年
､
創
立
せ
ら
れ



ね
狗
逸
南
洋
燐
鶴
株
式
食
酢
に
依

-
開
敬
せ
ら
れ
､
以

凍
既
に
約

7
四
〇
寓
噸
の
錬
石
が
移
出
せ
ら
れ
て
屠
身

魂
盤
は
相

一
九
〇
寓
噸
内
外
と
推
定
せ
ら
れ
て
居
る
｡

晶
付
の
良
好
な

る
事
及
び
其
の
埋
減
蚤
の
此
敏
的
多
量

な
る
事
に
倦
み
､
太
平
洋

上
四
大
燐
錬
産
地
と
し
て
､

備
箇

マ
カ
タ
ア
P
英
領

オ
ー
シ
ャ
ン
及
び
ナ
ウ
ル
と
僧

綱
せ
ら
れ
て
屠
る
部
は
衆
知
の
卯
で
あ
る
｡

本
島
の
燐
僻
は
略
三
種
域
に
分
れ
て
存
在
し
､
西
北

部
の
も
の
は
雛

一
触
匿
へ
中
央
部
の
79
の
は
約
二
叙
位

東
南
部
の
も
の
は
第
三
鶴
匿
と
栴

ruれ
て
居
る
｡
然
し

て
目
下
採
掘
せ
ら
れ
つ
㌧
あ
る
の
は
西
北
部
の
所
謂
第

'1
騎
匿
で
あ
っ
て
筆
者
が
主
と
し
て
観
察
し
た
の
は
此

の
地
域
の
燐
鮎
に
就
て
で
あ
る
｡

燐
鋸
に
は
褐
色
獅
状
蝕
及
び
白
色
粘
土
状
鋸
の
二
種

あ
わ
p
前
者
は
錬
床
の
外
縁
叉
は
表
層
に
限
ら
れ
て
春

粧
し
､
後
者
は
中
央
部
の
操
鋸
厨
を
構
成
し
､
前
瀞
は

此
し
て
進
に
多
且鼎
理
減
ru
机
で
居
る
O
精
鉱
と
し
て
移

出
せ
ら
れ
る
も
の
は
､
褐
色
鮎
四
分
乃
至
三
分
､
自
色

触
六
分
乃
至
七
分
の
割
合
に
配
合
し
た
る
も
の
を
乾
燥

揃
押
紙
的
似
内
虫
朝
砧
桝

の
地
形
と
地
粥
郁
撒

磯
に
依
-
乾
燥
し
た
も
の
で
あ
る
｡

錬
成

の
厚
rbは
､

.1
敗
に
中
央
部
に
於
で
著
し
-
､

約
八
米
に
達
し
で
居
る
が
'
外
線
は
近
づ
-
ほ
従
以
其

の
厚
さ
は
順
次
減
じ
て
二
光
内
外
に
な
っ
て
居
る
C
表

層
の
赤
色
飴
と
操
暦
の
白
色
鋸
の
境
堺
は

一
般
に
明
瞭

で
あ
ら
'
且
著
し
-
凹
凸
を

不
す
部
分
も
柿
で
覆

い
O

叉
赤
色
蝕
の
下
部
に
は
多
数
の
磯
が
混
じ
tJ
屠

-
､
且

士
器
械
も
の
ゝ
破
片
が
介
在
す
る
事
は
､
此
の
部
分
の

赤
色
躯
が
'
新

し
さ
時
代
は
第
二
次
的
ほ
集
積
し
た
と

の
推
定
を
容
易
怒

ら
し
ひ
る
も
の
で
あ
る
｡
燐
鉱
と
基

底
の
石
衣
岩
と
の
境
非
は

一
般
は
舗
商
状
の
凹
凸
は
依

つ
王

不
さ
れ
ラ
ビ
エ
粒
似
の
観
恕
量
し
て
屠
る
｡
其
の

凹
凸
の
庇
は
赤
色
髄
の
場
合
よ
む
白
色
鮎
の
場
合

の
方

が
濃
は
著
し

い
｡

燐
頻
の
成
因
に
就
で
は
､
島
上
或
は
礁
湖
中
に
堆
積

し
た
動
物
主
と
し
て
鳥
数
の
排
榊
物
が
水
に
溶
断
し
て

生
じ
た
燐
酸
が
､
石
衣
石
乃
至
は
石
衣
岩
起
原
の
礁
湖

内
堆
積
物
と
結
び
附

い
て
現
在
の
燐
髄
h
=)生
じ
カ
も
の

と
考

へ
ら
れ
て
居
も
P
緬
状
の
79
の
は
､
礁
湖
中
に
倣

三

五
三



地

球

解

二
十
川
谷

刺
な
炎
醸
石
衣
が
浮
弥
す
る
時
､
之
を
柁
心
と
し
て
成

長
し
た
燐
酸
布
衣
が
沈
積
し
た
る
も
の
と
考

へ
ら
机
で

屠
る
｡
銅
価
状
燐
鶴
は
褐
色
数
量
し
て
居
る
が
､
大
気

に
曝
せ
ば
自
色
に
安
ら
､
従
っ
て
此
の
着
色
が
第

-i
次

酌
の
も
の
で
夜

い
串
は
確
か
で
あ
る
｡

ア
ン
ガ
ウ

ル

島
の
北
東
約

-1
0
粁
の
所
は
在
る
ペ
ソ

-
ユ
ー
島
に

も

燐
魂
は
埋
減
せ
ら
れ
て
居
少
'
目
下
南

洋
典

磯
令
姉
に
依
-
其
閏
磯
が
試
み
ら
れ
ん
と
し
て
居

る
が
､
其
の
晶
仲
は
ア
ン
ガ
タ

ル
産
燐
鶴
に
劣
-
且
其

の
理
減
量
は
五
苗
噸
内
外
に
過
ぎ

伯
と
の
事
で
あ
る
｡

其
の
他
.
フ
'1
イ
ス
､
リ
ン
ソ
ル
'
ピ
カ
ー
ル
等
の
島

嘆
に
も
燐
頻
を
規
減
し
て
居
る
と

の
事
で
あ
る
が
'
何

れ
も
其
の
親
減
量
は
僅
少
を
る
79
の
J
や
う
で
あ
る
｡

七
､
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

本
譜
島
は
東
西
約
六
〇
粁
､
南
北
約
六
五
粁
の
候
種

,<Lj有
す

る
略
図
形
の
大
礁
湖
甲
に
在
る
出
挙
諸
島
'
七

曜
諸
島
及
び
其
の
他
多
数
の
小
島
の
線
種
で
あ
る
｡
其

の
中
p
今
回
踏
査
し
得
た
の
は
'
四
季
諸
島
と
呼
ば
れ

る
春
島
､
嘉
島
､
歌
島
'
各
島
及
び
竹
島
の
五
島
で
､
何

第

一
統

語

は
F

れ
も
楯
樽
玄
武
岩
よ
わ
成
-
'
之
等
の
各
島
哩
の
周
囲

に
は
既
に
新
生
裾
椛
の
充
分
な
る
教
連
が
見
ら
れ
る
｡

山
容
は
p

一
般
に
圃
酢
を
山
頂
を
戴

き
.
其
の
山
腹

傾
斜
は
稗
急
峻
､
其
の
両
脚
に
於
で
は

.L暦
傾
斜
著
し

-
.
急
崖
を
以
宅
配
に
梅
に
臨
む

場合
も
柿
で
在

い
｡

然
し
て
之
等
の
渚
島
境
は
､
共
等
の
外
国
が
遠
-
大
難

椛
に
依
っ
て
綾
ら
さ
れ
て
屠
る
事
賓
よ
わ
､
常
で
の
大

島
が
次
第
に
沈
降
し
､
環
礁
は
遷
移
せ
ん
と
す
る
過
稗

に
あ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
居
-
'
其
の
常
で
の
大
島

の
頂
峯
の
洗
水
よ
-
免
れ
た
も
の
が
現
在
の
各
島
境
を

代
表
す
る
と
の
見
離
が

一
般
に
抱
か
れ
て
屠
る
.
サ
イ

パ
ン
乃
至
は
テ
ニ
ア
ン
或
は
パ
ラ
オ
島
は
於
で
見
ら
れ

た
隆
起
礁
石
灰
岩
は
蚤
-
存
在
し
な

い
79
の
ゝ
如
-
I

従
っ

て
ト

ラ

ッ

ク
渚
島
の
過
去
の
仙
椎
運
動
に
就
で

は
'

罫
一
の
沈
降
運
動
が
想
定
さ
れ
る
に
止
る
.

楯
臆
玄
武
岩
は

一
般
に
､
肉
眼
的
ほ
は
比
較
的
粗
粒

夜
外
観
を
量
L

A

u
gi
te
の
斑
晶
が
特
に
目
立
っ
て
屠

る
.
鋸
下
に
於
で
は
'
改
構
質
の
部
分
も
細
君
認
め
ら

れ
且
､
A
u
git
eは
赤
紫
色
を
珊
び
､
T
ita
n
･a
u
gi
te
に



近

い
も
の
と
旭
は
れ
ね
.
春
島
の
メ
ツ
チ
デ
ク
及
び
ネ

ウ
チ
ほ
於
て
は
､
此
の
玄
武
岩
を
貫

い
て
､
之
と
は
又

異
つ
ね
蓋
物
色
級
密
の
玄
武
岩
が
春
在
し
て
居
る
｡
之

に
は
楯
擬
石
は
金
-
含
ま
れ
て
居
な

い
｡
且
完
晶
質
で

あ
る
事
は
叉
前
者
と
興
っ
た
鮎
で
あ
る
〇

八
､
ボ

ナ

ペ

鳥

ボ
ナ
ぺ
島
は
東
カ
ワ
リ
ン
群
島
の
主
島
で
あ
る
の
み

在
ら
ず
帝
閥
統
治
領
内
最
大
の
島
唄
で
'
其
の
面
積
は

約
三
七
五
万
粁
ほ
逢
し
'
略
固
形
で
其
の
周
囲
に
は
四

粁
内
外
の
礁
湖
を
隔
て
ゝ
爆
礁
が
樺
ら
さ
れ
て
居
る
.

新
庄
裾
確
の
敏
速
は
､

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
槽
繁
茂
の
為
に

著
し
-
妨
害
せ
ら
れ
て
居
る
の
が

一
般
で
あ
る
｡

次
に
地
形
の
概
括
を
遇
ぶ
れ
ば
'
本
島
の
地
勢
は
大

鰹
に
於
で
三
分
せ
ら
れ
る
状
態
に
在
る
｡
即
ち
七
〇
〇

米
乃
寅
八
〇
〇
米
の
梗
高
を
有
す
る
謝
山
の
撃
立
す

る

中
央
部
山
地
､
之
等
の
山
地
の
外
縁
を
織
る
高
度
約
五

〇
〇
米
内
外
の
基
地
性
を
多
分
に
帯
び
た
山
地
及
び
高

度
的
二
〇
〇
米
及
び
約

一
〇
〇
米
の
二
段
の
壷
地
面
が

著
し
-
聴
連
す
る
本
島
周
縁
の
地
域
が
其
の
各
々
で
あ

帝
押
紙
渦
研
内
虫
非
粒
状
の
地
形
と
地
武
郎
孤

る
0中

央
部
山
地
は
'
ナ
ル
カ
ブ
ー
ト
を
初
め
-
ワ
コ
ー

ル
､
ト
ル
カ
タ
ル
､
ト
ロ
マ
ー
ル
'
ア
イ
バ
カ
ッ
プ
､

rJ,～

カ
ノ
ク
ツ
等
の
譜
山
に
依
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
所
で
あ

る
が
'

之
等
の
請
出
は
高
庇
を
略
Ĵ
同
じ
-
す
る
の
み

在
ら
ず
其
の
山
頂
部
は

一
般
は
平
坦
で
あ
る
と
共
に
粕

皆
の
面
積
を
占
め
て
居
る
の
が
通
常
の
様
で
あ
る
.
叉

譜
山
を
連
絡
す
る
山
稜
は
'
此
の
中
央
山
地
は
於
て
は
､

各
山
頂
と
賂
Ĵ
同
高
度
に
維
持
さ
れ
て
居
る
と
共
は
､

極
め
て
平
坦
在
る
場
合
が
多

い
.
従
っ
て
之
等
の
轟
薯

よ
-,h嘗
て
此
の
高
度
に

ti
っ
の
基
地
が
存
在
せ
し
事
MLJ

比
較
的
安
全
に
推
定
田
凍
る
と
共
に
之
等
の
地
域
が
蚤

-
玄
武
岩
地
域
で
あ
る
事
よ
-
P
此
の
基
地
両
が
熔
岩

壷
地
面
で
あ
ら
う
rJ
と
は
叉
容
易
に
推
産
出
額
る
所
で

あ
る
｡
中
央
山
地
を
刻
む
谷
は

一
般
に
急
峻
夜
谷
壁
を

有
す
る
と
北
ハほ
其
の
幅
79
焼
-
､
支
谷
の
教
蓮
も
亦
充

分
で
あ
る
｡

中
央
山
地
外
線
の
山
稜
は
､
徐
々
に
其
の
高
庇
を
減

じ
っ
ゝ
降
下
し
て
五
〇
〇
米
内
外
の
高
度
に
於
で
'
地

雷

五
五



地

球

第
二
十
四
怨

方
的
は
は
姦
或
は
高
轟
在
る
名
箱
を
附
し
て
呼
ば
れ

tJ

居
る
所
の
明
瞭
を
姦
地
面
に
遷
移
し
て
居
る
｡
即
ち
西

北
部
の
デ
ア
ン
高
養
､東
南
部
の
ネ
-
ピ
ッ
チ
毒
は
､
共

は
其
の
模
式
的
な
も
の
で
あ
わ
､
利
骨
購

い
両
横
を
占

め
で
居
る
.
起
伏
は
殆
ど
無
-
､
姦
地
面
と
現
在
の
淀

蝕
に
依
る
急
斜
面
と
の
境
界
は
概
し
て
明
瞭
で
あ
り
P

急
崖
は
依
っ
て
判
然
と
劃
n
机
で
居
る
場
合
JG
棲

々
で

あ
る
｡
然
し
て
期
の
如

き
明
瞭
な
養
地
面
は
､
他
の
地

方
の
此
の
高
庇
附
近
ほ

は
殆
ど
見
ら
れ
覆

い
や
う
で
あ

る
｡
違
地
両
の
遺
物
と
79
鵬
程
し
得
る
綬
傾
斜
の
地
域

は
p
此
の
高
庇
附
妃
に
存
在
せ
粕
で
も
な

い
が
地
形
的

に
は
本
島
各
般
に
亘
っ
て
此
の
姦
地
所
を
追
跡
す
る
事

は
困
難
で
あ
る
｡
南
洋
興
登
骨
融
の
好
意
に
依
-,hネ
-

ピ
ッ
チ
毒
よ
･D
凍
基
せ
ら
れ
た
塵
本
は
､
風
化
し
て
友

白
色
を
量

す
る
甚
だ
し
-
多
孔
質
の
玄
武
岩
で
'
熔
岩

流
の
表
面
乃
至
は
之
に
極
め

て接
近
し
た
部
分
の
7P
の

ら
し
-
瓜
は
れ
､
従
っ
て
､
此
の
五

〇
〇
米
高
度
の
現

在
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
基
地
両
は
､
熔
岩
流
の
原
表
面

を
覗
は
す
も
の
と
考

へ
て
好

い
や
う
に
恩
は
れ
る
｡

妨
一
般

票

五
六

二
C
O
米
内
外
高
度
の
毒
地
面
は
本
島
練
逸
り
地
域

は
鼎
普
腐
-
過
さ
れ
て
居
る
.

15
枚
に
海
岸
側

へ
の
轟

か
を
傾
斜
を
持
つ
と
北
ハほ
'
基
地
の
多
-
は
綬
傾
斜
の

卒
増
山
夜
に
依
-
中
央
川
地
に
連
っ
て
居
卓
､
中
央
山

地
の
熔
岩
毒
地
面
の
延
長
部
分
と
見
ら
れ
る
｡

コ
Ⅶ
ニ
ヤ
町
南
方
地
域

完
W
に
購
る
綬
傾
斜
の
毒
地

面
は
'
朝
皆
の
厚
さ
を
有
す
る
磯
暦
は
依
-
被
覆
せ
ら

れ
て
居
-
､
且
本
島
第

7
の
大
河
､
筑
波
州
の
流
れ
る
サ

ン
ピ
ー
ル
の
谷
の
出
口
を
略
JJ
境
野
と
し
て
両
翼
に
依

る
却
よ
カ
､
嘗
扇
状
地
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
､
其

の
姦
地
面
を
刻
む
河
川
の
磯
蓮
の
状
態
よ
少
見
れ
ば
､

隆
起
海
蝕
面
の
疑
が
覆

い
で
79
無

い
｡
即
ち
各
河
川
は

一
般
は
直
線
的
流
路
を
呪
力
､
其
の
下
流
地
方
に
於
で

は
､
其
の
谷
壁
は
相
皆
の
高
ruを
有
す
る
断
崖
を
覆

し

て
居
る
所
も
あ
る
が
'
上
流
の
谷
は
非
常
に
浅
-
且
谷

壁
は
極
め
て
雀
か
在
傾
斜
を

不
し
､
支
谷
の
発
達
は
殆

ど
見
ら
れ
な

い
現
状
は
あ
る
｡
の
み
在
ら
ず
､
各
河
川

と
も
兼
だ
中
央
山
地
に
迄
到
達
し
て
居
ず
､
比
較
的
新

し
さ
時
代
に
隆
起
し
た
源
蝕
基
地
の
浸
蝕
初
期
の
地
貌



教
具
へ
て
屠
る
か
ら
で
あ
る
｡

然
し
何
れ
に
し
て
も
此
の
地
域
が
敢
進
に
隆
起
を
行

っ
た
事
だ
け
は
安
登
に
推
定
揖
凍
る
朗
で
あ
ヵ
､
従
っ

て
周
囲
は
敏
速
す
る
所
の
裾
確
が
爆
椛
は
移
化
せ
凡
と

す
る
状
態
は
あ
る
部
分
の
あ
る
却
よ
む
､
現
在
は
少
-

と
も
沈
降
し
っ
J
あ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
が
'
玄
武

岩
の
提
出
に
依
み
本
島
が
形
成
せ
ら
れ
て
以
来
単

一
の

沈
降
を
績
け
凍
っ
た
も
の
で
あ
る
と
は
考

へ
ら
れ
な

い

輝
で
あ
る
｡

要
す
る
に
ボ
ナ
ぺ
島
の
現
在
の
階
段
状
聖
ホ
す
地
形

が
p
其
の
玄
武
岩
の
溢
班
に
依
-
生
じ
た
常
初
の
地
形

に
支
配
せ
ら
れ
る
朋
が
甚
だ
多

い
と
L
y
も
'
地
盤
の

隆
起
に
件
ふ
浸
蝕
過
程
の
種
々
な
る
塵
化
は
依
畠
階
段

状
地
形
形
成
の
素
因
も
亦
か
怒
ら
現
地
形
に
織
込
ま
れ

て
居
る
と
m
j
は
れ
る
｡

相
本
島
を
構
成
す
る
岩
石
の
大
部
分
は
玄
武
岩
で
あ

る
が
'

コ
p
エ
ヤ
西
南
約
四
粁
の
シ
ャ
カ
レ
地
方
に
於

て
は
之
を
賞
-
柵
機
輝
石
岩
が
見
ら
れ
､
其
の
他
脈
岩

類
は
各
地
に
布
衣
す
る
や
う
で
あ
る
｡

ヤ
ク
ラ
ニ
ー

ム

轡
内
に
あ
る
俗
栴
三
角
島
西
側
の
小
島
ほ
て
採
取
し
た

脈
岩
は
ア
ル
カ
-
成
分
に
富
ん
だ
79
の
で
あ
･a
日
下
調

査
中
に
属
す

る
｡

附
記

以
上
記
し
た
所
の
も
の
は
'
短
時
日
の
踏
査

で
あ
っ
た
為
は
､
皮
相
の
観
察
に
止
る
も
の
も
あ
る
革

と
恩
は
れ
る
が
之
等
に
就
で
は
譜
贋
の
御
示
数
を
待
つ

の
み
で
あ
る
0

荷
踏
査
に
際
し
て
種
々
在
る
御
配
慮
を
辱
-
し
た
南

洋
魔
､
各
支
鹿
､
ア
ン
ガ
タ
〝
探
嚇
所
七
両
搾
輿
敬
骨

配
の
方
々
に
探
-
謝
意
を
敦
す
る
｡
(
紘
)

揃
汁
紀
綿
似
内
主
部
G
.帆
の
地
形
と
地
既
郁
靭


